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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年８月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 浸水 

発生日時 平成２９年２月６日 ０４時３０分ごろ 

発生場所 和歌山県串本町袋港西方沖 

 潮岬灯台から真方位０００°１.７海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°２７.９′ 東経１３５°４５.２′） 

事故の概要  押船はくせんは、台船 T
ティー

-01 と押船列を構成して錨泊中、両船の船

体が接触して生じた破口等から浸水した。 

 はくせんは、機関室に浸水して主機の濡損等を生じ、T-01 は、外

板に亀裂を生じた。 

事故調査の経過  平成２９年２月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 押船 はくせん、１１６トン 

   １３５３９５、中根海運株式会社 

   ２４.０２ｍ×８.００ｍ×３.１０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関２基、７３５kＷ（合計）、平成９年５月８日 

Ｂ 台船 T-01、約１,３６３トン 

   なし、中根海運株式会社 

   ６５.００ｍ×１８.００ｍ×３.３０ｍ、鋼 

   機関なし、平成８年（建造年） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長 男性 ６０歳 

   五級海技士（航海） 

    免 許 年 月 日 昭和５６年１１月１７日 

    免 状 交 付 年 月 日 平成２７年５月８日 

    免状有効期間満了日 平成３２年５月１９日 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷中央部外板に破口及び主機等に濡損 

Ｂ 船尾凹部右舷側外板に亀裂 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ４、視界 良好 

海象：波向 南西、波高 約３ｍ 

(1) 気象概況 

  平成２９年２月４日の日本付近は、穏やかな天気であったが、５



- 2 - 

日から６日にかけ前線を伴った低気圧が本州付近を東進して三陸沖

で発達した。 

(2) 警報及び注意報の発表状況 

  四国沖北部には、２月４日１１時３０分に、今後２４時間以内に

西風が強まり最大風速は３０ノットに達する旨の海上風警報が発表

され、本事故当時も継続中であった。 

  串本町には、２月５日０４時１０分に強風及び波浪注意報が発表

され、本事故当時も継続中であった。 

(3) 観測値 

  潮岬特別地域気象観測所の２月５日及び６日の観測値 

日時 
平均 最大瞬間 

風向 風速(m/s) 風向 風速(m/s) 

5 日 06:00 東北東 3.7 東北東 4.8 

  08:00 東北東 2.1 北東 5.3 

  10:00 南南西 9.5 南 16.8 

  12:00 西北西 5.4 西北西 10.1 

  14:00 東北東 3.0 東北東 4.6 

  16:00 東 6.9 東 10.8 

  18:00 北東 4.2 北東 6.4 

  20:00 東 3.6 東南東 4.4 

  22:00 西 4.5 西 6.8 

6 日 00:00 西北西 6.0 西北西 10.5 

  02:00 西北西 7.4 西北西 10.7 

  04:00 北西 5.4 北北西 11.6 

  05:00 北西 6.6 北北西 13.9 

  06:00 西北西 9.4 北西 17.9 

  海上保安庁の沿岸域情報提供システム（ＭＩＣＳ）での潮岬灯台

の２月５日及び６日の観測値 

日時 風向 風速(m/s) 波高(ｍ) 

5 日 17:55 北東 4 1.3 

  19:55 北東 2 0.9 

  21:55 西北西 5 1.1 

  23:55 北西 5 2.2 

6 日 01:55 北北西 6 1.3 

  03:55 北 11 2.4 

  04:25 北 11 2.9 

  04:55 北北西 11 2.7 

  05:25 北 12 2.9 

  05:55 北北西 9 3.3 
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 事故の経過  Ａ船は、船長ほか５人が乗り組み、大型のゴム製タイヤを防舷材と

して各舷に７個ずつ取り付けた船首部をＢ船の船尾凹部に押し着け、

直径３０mm のワイヤロープと直径１００mm の化学繊維製索がシャッ

クルでつながれた索２本を巻き締めることで固定して押船列（以下

「Ａ船押船列」という。）を構成し、入渠
きょ

の目的で、平成２９年２月

３日１６時１５分ごろ広島県呉市呉港に向けて千葉県館山市館山港を

出港した。 

 船長は、５日０９時００分ごろ串本町潮岬西方沖を西北西進してい

たところ、風が強まるとともに波浪が大きくなり、最寄りの袋港西方

沖付近に白波が見えなかったので、同港西方沖に投錨して風と波浪が

収まるまで避泊することとした。 

 Ａ船押船列は、１０時００分ごろ袋港西方沖の水深約２０メートル

のところで、Ｂ船の船首右舷側に備えるストックレスアンカーを投じ

て錨鎖８節を伸出し、錨泊を開始した。 

 Ａ船押船列は、やがて、増勢した波浪を受けてＡ船とＢ船の船体が

接触し、６日０４時３０分ごろ、Ａ船の外板に破口を生じて機関室に

浸水した。 

 船長は、船橋で守錨当直中、ビルジ警報が鳴ったので機関長に機関

室の確認を指示したところ、浸水を認めた旨の報告を受け、本事故の

発生を海上保安庁に通報し、船舶所有者に連絡した。 

 Ａ船は、ビルジポンプ２台と移動式水中ポンプ１台を併用して機関

室の排水を行いながら、海上保安官の指示を受けてＢ船と分離し、Ｂ

船の近くに錨泊して救助を待った。 

 Ａ船及びＢ船は、来援したタグボートによりえい
．．

航され、徳島県徳

島小松島港に入港した。 

（付図１ 結合状況概略図、付図２ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項  船長は、Ａ船押船列の結合方式がピン方式と比べて弱く、船体動揺

の影響で結合部に多少のずれ動きが生じることを認識していた。 

 船長は、出港するにあたり、東京湾の気象情報だけを入手し、航行

中、新たな気象情報を入手していなかった。 

 Ａ船押船列は、奥部に袋港が位置する、西方が開けた湾の中央部付

近に錨泊していた。 

 海上保安庁刊行（平成２６年３月発行）の本州南・東岸水路誌に

は、袋港外は北～東風のときにだけ仮泊できる旨が記載されている。 

 船長は、守錨当直中、結合部のＡ船とＢ船の船体が接触することに

よって生じた音を繰り返し聞いていた。 

 船長は、本事故発生後、Ａ船の結合部右舷側の防舷材を取り付けて

いたチェーンが切れ、最も船尾寄りの防舷材１個が脱落していること

を認めた。 

分析  
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 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 あり 

 なし 

 あり 

 Ａ船押船列は、袋港西方沖において錨泊中、波高約３メートルの波

浪を受け、船体動揺によってＡ船とＢ船の船体が接触したことから、

両船の外板に破口等を生じ、Ａ船の機関室に浸水したものと考えられ

る。 

 Ａ船押船列は、船長が西風が強まる旨の海上風警報等が発表されて

いたことを知らなかったこと、及び西方が開けた湾で錨泊していたこ

とから、波高約３メートルの波浪を受けたものと考えられる。 

 Ａ船押船列は、Ａ船の防舷材１個が脱落したことから、防舷材を介

さずにＡ船とＢ船の船体が接触し、両船の外板に破口等を生じたもの

と考えられる。 

原因  本事故は、夜間、袋港西方沖において、Ａ船押船列が錨泊中、波高

約３メートルの波浪を受け、船体動揺によってＡ船とＢ船の船体が接

触したため、両船の外板に破口等を生じ、Ａ船の機関室に浸水したも

のと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・気象情報の入手を十分に行うこと。 

 ・荒天避泊は、波浪等の影響を受けにくい、適切な場所を選択する

こと。 

 

 

付図１ 結合状況概略図 

 

 ワイヤロープ  化学繊維製索 

                 接触箇所 
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付図２ 事故発生場所概略図 

 


